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日ＡＳＥＡＮ科学技術・イノベーション協働連携事業（ＮＥＸＵＳ） 

日本－シンガポール国際共同研究「ＡＩ」における 

新規課題の決定について 
 

ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、日ＡＳＥＡＮ科学技術・イノベーション協働連携事業

（ＮＥＸＵＳ）注１）日本－シンガポール国際共同研究「ＡＩ」において、新規課題の採択

を決定しました（別紙１）。 

ＮＥＸＵＳでは、「日ＡＳＥＡＮ友好協力５０周年」を機に、日ＡＳＥＡＮの長きにわた

る国際共同研究や研究人材交流の取り組みを基盤とし、双方の強みを生かした柔軟で重層

的な科学技術協力を推進しています。 

その取り組みの１つである「国際共同研究」では、日本とＡＳＥＡＮ諸国との共通重点

分野における国際共同研究の提案を募集し、採択された国際共同研究課題に対して研究費

を支援します。 

今回、その一環として、シンガポール科学技術研究庁（Ａ＊ＳＴＡＲ）注２と共同で、「Ａ

Ｉ」分野の国際共同研究課題の募集を行いました（別紙２）。 

今回の募集には６３件の応募があり、両国の専門家による評価、ＪＳＴとＡ＊ＳＴＡＲ

との協議により１０件の採択を決定しました。 

研究実施期間は３年間（３６ヵ月）を予定しています。 

 

注１）日ＡＳＥＡＮ科学技術・イノベーション協働連携事業（ＮＥＸＵＳ） 

ＮＥＸＵＳ：Ｎｅｔｗｏｒｋｅｄ Ｅｘｃｈａｎｇｅ， Ｕｎｉｔｅｄ Ｓｔｒｅｎｇ

ｔｈ ｆｏｒ Ｓｔｒｏｎｇｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐｓ ｂｅｔｗｅｅｎ Ｊａ

ｐａｎ ａｎｄ ＡＳＥＡＮ 

ホームページＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/index.html  
 

注２）シンガポール科学技術研究庁（Ａ＊ＳＴＡＲ） 

Ａ＊ＳＴＡＲ：Ａｇｅｎｃｙ ｆｏｒ Ｓｃｉｅｎｃｅ， Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ａ

ｎｄ Ｒｅｓｅａｒｃｈ 

ホームページＵＲＬ：https://www.a-star.edu.sg/  
 

＜添付資料＞ 

別紙１：新規課題概要 

別紙２：募集概要 

別紙３：評価委員（ＪＳＴ側） 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 国際部 
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〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

岸田 絵里子（キシダ エリコ） 

Tel：03-3222-2069 Fax：03-5214-7379 

E-mail：nexus[at]jst.go.jp 

 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあま

たの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難に

「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究戦

略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファンド

の運用など。ＪＳＴは荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を支え

ながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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新規課題概要 

 

課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

１ 

マルチリンガル･マル

チモーダルな大規模

言語モデルを用いた

表現豊かで共感的な

人間とＡＩのインタ

ラクション 

河原 達也 

（京都大学 大学院情報学研

究科 教授） 

本研究は、言語・文化、さら

には話者の個性や感情に応じ

た応答を行うマルチモーダル

な会話ＡＩの開発を目標とす

る。 

具体的には、日本側チーム

は感情認識、共感的応答生成

および人間型ロボット・エー

ジェントへの実装を行い、シ

ンガポール側チームは多言

語・多文化対応に焦点を当て

て研究を行う。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、ユーザーの

個性や感情を音声や表情から

読み取ることで、それに応じ

た感情豊かで共感的な応答の

生成を行い、言語的な応答だ

けでなく、笑いや表情による

応答も実現する。これにより、

多言語でマルチモーダルな対

話を行うロボット・エージェ

ントを実現し、多言語・多文化

共生社会であるシンガポール

での実証を目指す。 

ナンシー・チェン 

（科学技術研究庁 情報通信

研究機構 グループリー

ダー） 

  

別紙１ 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

２ 

合成データ生成によ

るロバストな連合基

盤モデル 

佐久間 淳 

（東京科学大学 情報理工学

院 教授） 

本研究は、安全かつ効率的

な基盤モデルの学習を、デー

タを分散させたまま学習させ

る連合学習を通じて実現する

ためのフレームワークの構築

を目指す。 

具体的には、日本側チーム

は、モデル学習におけるプラ

イバシーの問題および分散し

たモデルの統合におけるセ

キュリティーの問題に取り組

み、シンガポール側チームは、

信頼される基盤モデルを連合

学習によって実現するための

方法論開発とそのセキュリ

ティー・プライバシー保護に

取り組む。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、基盤モデル

の連合学習において懸念され

るセキュリティーやプライバ

シーの問題解決が期待され

る。 

チンソン・ウェイ 

（科学技術研究庁 ハイパ

フォーマンスコンピュー

ティング研究所 主任研究

員） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

３ 

マルチモーダル対応

の切断：より安全で公

平なマルチモーダル

ＡＩＧＣの構築 

佐藤 真一 

（国立情報学研究所 コンテ

ンツ科学研究系 教授） 

本研究は、マルチモーダル

ＡＩシステムの安全性、公平

性、有効性を高めることを目

的とする。 

具体的には、日本側チーム

は、公平性のための属性消去

による人間属性分布の適正化

を通じて、ＡＩ学習における

性別、人種、年齢などのバイア

スを軽減した公平性の担保を

狙い、シンガポール側チーム

は、プライバシー保護のため

のファジークロスモーダル対

応学習を通じて、ＡＩ学習に

おけるプライバシー保護の強

化を狙う。また、バックボーン

の機械学習フレームワークは

共同で開発する。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、大規模なモ

デル学習におけるプライバ

シーと公平性を同時に担保す

る方法論を提供し、生成ＡＩ

のより広範な分野への貢献を

目指す。 

ジョエイ・シュウ 

（科学技術研究庁 ハイパ

フォーマンスコンピュー

ティング研究所 主任研究

員） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

４ 

統計的に異質なエッ

ジクラウドネット

ワークにおける効率

的かつプライバシー

保護された大規模マ

ルチモーダルモデル

の学習と推論 

曹 洋 

（東京科学大学 情報理工学

院 准教授） 

本研究は、エッジクラウド

ネットワークにおいて、大規

模マルチモーダルモデル（Ｌ

ＭＭ）の効率的かつプライバ

シー保護された学習と推論の

実現を目的とする。 

具体的には、日本側チーム

は、連合学習によりプライバ

シー保護技術を開発し、特に

メトリック差分プライバシー

や信頼実行環境を用いて、Ｌ

ＭＭの安全性向上を担い、シ

ンガポール側チームは、ＬＭ

Ｍの効率的な推論のため、

エッジとクラウド間のデータ

タスクを動的に割り振るＭｉ

ｘｔｕｒｅ ｏｆ Ｅｘｐｅｒ

ｔｓ（ＭｏＥ）やＲｅｔｒｉｅ

ｖａｌ－Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ 

Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ（ＲＡ

Ｇ）のフレームワーク構築を

実施する。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、高性能かつ

低遅延のＡＩシステムが開発

され、国際的な技術進展に貢

献することを目指す。 

ウェイ・ヤン・ブライアン・

リム 

（南洋理工大学 コンピュー

タ科学・工学部 助教） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

５ 

地震に対する安全性

と持続可能性のため

のＡＩ活用：ＡＩ駆動

の地震データ解析技

術･地下状態可視化技

術･地震ハザード監視

技術の深化 

長尾 大道 

（東京大学 地震研究所 准

教授） 

本研究は、日本とシンガ

ポールの緊密な国際連携に基

づいて地震データ解析に関す

るさまざまなＡＩツールを開

発・高度化し、ＡＩ駆動による

地下可視化技術や地震リスク

評価技術の刷新を目指すこと

により、地震学の発展のみな

らず、地下エネルギーの利活

用や持続可能性のある都市開

発に貢献することを目的とす

る。 

具体的には、日本側チーム

は、日本の地震観測データの

整備並びに地震発生時に最初

に到来する地震波であるＰ

波・Ｓ波を検出するためのＡ

Ｉ技術の高度化を担当し、シ

ンガポール側チームは、シン

ガポールの地震観測データの

整備ならびにＰ波・Ｓ波より

も遅く到来する後続波を検出

するＡＩ技術の開発を行う。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、ＡＩによる

地震発生予測技術が向上し、

地震の短周期振動と長周期振

動の両者に対して頑健で持続

可能性のある都市開発への貢

献が期待できる。 

ピン・トン 

（南洋理工大学 数理科学研

究科 准教授） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

６ 

国際海運脱炭素化の

ためのＡＩ：船舶運航

統合モデルの開発 

花岡 伸也 

（東京科学大学 環境･社会

理工学院 教授） 

本研究は、国際海運の脱炭

素化を推進する日本とシンガ

ポール間の「グリーン＆デジ

タル海運回廊（ＧＤＳＣ）」の

形成に向けて、最先端のＡＩ

モデルを活用したアルゴリズ

ムを開発し、有人・無人運航船

の輸送効率と脱炭素航行を最

適化する統合モデルの構築を

目的とする。 

具体的には、日本側チーム

は、気象データの収集と処理、

航行アルゴリズムや燃料消費

予測モデルの検証、動的航海

最適化モデルと経路追従制御

モデルの開発および検証を実

施し、シンガポール側チーム

は、船舶自動識別装置（ＡＩ

Ｓ）のデータの処理、航行アル

ゴリズムや燃料消費予測モデ

ルと動的航海最適化モデル、

経路追従制御モデルの開発お

よび改善を実施する。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、国際海運の

環境負荷を大幅に削減し、よ

り持続可能な海運業界の未来

の創造を目指す。 

ヤン・ラン 

（南洋理工大学 土木・環境

工学研究科 助教） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

７ 

非接触給電の物理現

象を加味した機械学

習を用いたスマート

モビリティシステム

の推進 

藤田 稔之 

（東京大学 大学院新領域創

成科学研究科 特任講師） 

本研究は、スマートモビリ

ティー向け非接触給電システ

ムについて、電磁気学や回路

理論を加味した機械学習を行

うことによる制御性能の高速

化および電力伝送コイルの設

計と性能向上を目的とする。 

具体的には、日本側チーム

は、ＡＩ学習を用いた制御器

設計を行い、シンガポール側

チームは、非接触給電コイル

のＡＩ学習を用いた多目的最

適化を実施する。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、非接触給電

システムのさらなる発展およ

び両国間のＡＩ関連技術レベ

ルの向上および産業振興を含

めた関係強化が期待される。 

タン・イー 

（南洋理工大学 電気電子工

学科 准教授） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

８ 

ＡＩ駆動の気候変動

にレジリエントな冷

房：混合モード換気の

ためのロバストな強

化学習 

宮田 翔平 

（東京大学 大学院工学系研

究科 特任講師） 

本研究は、冷房時に自然換

気を最大限活用する混合モー

ド換気（ＭＭＶ）の技術開発・

ＡＩによる高度化を目的とす

る。 

具体的には、日本側チーム

は、空調設備や室内環境につ

いて、物理ベースのシミュ

レーションとデータ駆動の

ニューラルネットワークを組

み合わせることで高い精度と

速い計算速度を兼ね備えたシ

ミュレーションモデルを構築

し、シンガポール側チームは、

実験環境の提供とＭＭＶ制御

のための強化学習アルゴリズ

ム開発を、特にドメイン適応

に着目して推進する。 

両国の研究チームの強みを

組み合わせることで、より快

適・省エネルギーで、さらに多

種多様な建物に適用可能なＭ

ＭＶ制御の実現が期待され

る。同時に、冷房需要の増加が

社会問題となっているＡＳＥ

ＡＮ諸国と密接な情報交換や

実験協力を実施することで、

ＡＳＥＡＮ地域へのＭＭＶ関

連の技術展開が期待される。 

エイドリアン・チョン 

（シンガポール国立大学 建

築環境学部 准教授） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

９ 

東および東南アジア

における動的かつ持

続可能な食糧計画の

ための大規模言語･マ

ルチモーダルモデル

の開発 

山肩 洋子 

（東京大学 情報基盤セン

ター 教授） 

本研究は、気候変動により

動的に変化する食糧事情に対

し、Ｗｅｂを介して収集した

食にまつわるあらゆるデータ

を解析することで、人々がリ

アルタイムに食の状況を把握

する手助けをする大規模言語

モデル（ＬＬＭ）および大規模

マルチモーダルモデル（ＬＭ

Ｍ）の開発を目的とする。 

具体的には、日本側チーム

は、食に関するローカル

ニュースやＳＮＳおよび衛星

画像データなどを収集・分析

すると同時に、食事記録から

人々の食行動による環境影響

を解析・可視化する食事管理

アプリを開発し、シンガポー

ル側チームは、日本側チーム

から提供されたデータを用い

て食に特化したＬＬＭおよび

ＬＭＭを構築する。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、東および東

南アジア地域における食糧生

産・流通計画を、人々がより柔

軟かつ迅速に再設計できるよ

うになることが期待される。 

チュア・タット・セング 

（シンガポール国立大学 コ

ンピューティング学部 教

授） 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
シンガポール側研究代表者 

１０ 

都市ヒートアイラ

ンド現象のモニタ

リングと緩和のた

めの資源効率の高

い基盤モデルの開

発 

横矢 直人 

（東京大学 大学院新領域創

成科学研究科 准教授） 

本研究は、都市ヒートアイ

ランド現象のモニタリングと

緩和のための革新的な基盤モ

デルを開発することを目的と

する。 

具体的には、日本側チーム

は、衛星画像、航空写真、気象

データなどのマルチソース

データを統合し、高解像度の

温度パターン推定と３Ｄセマ

ンティック再構成モデルを作

成し、シンガポール側チーム

は、地理空間データを解釈し、

都市計画に対する実用的な提

言を生成するための視覚質問

応答とその応答により示され

る物体の検出技術を開発す

る。 

両国の研究チームによる共

同研究を通じて、資源効率の

高いＡＩ技術を統合し、都市

の気候レジリエンスを強化す

るための新たなフレームワー

クの構築を図る。また、これに

より、スマートシティー管理

や環境モニタリングに必要な

新しいツールや技術の成長を

促進し、持続可能な都市環境

実現への貢献を目指す。 

ルー・シージェン 

（南洋理工大学 コンピュー

タ・データサイエンス学部 

准教授） 
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募集概要 

 

（１）相手国機関 

シンガポール科学技術研究庁 (Ａ＊ＳＴＡＲ: Ａｇｅｎｃｙ ｆｏｒ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ， Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ｒｅｓｅａｒｃｈ) 

ＵＲＬ：https://www.a-star.edu.sg/  
 

（２）募集分野 

ＡＩ 

 

（３）応募資格 

日本国内の大学や研究機関、企業などで研究に従事している研究者 

 

（４）研究実施期間 

３年間（３６ヵ月） 

 

（５）研究予算額（ＪＳＴ側、１課題当たり） 

直接経費：上限３，０００万円 

間接経費：直接経費の３０パーセント 

 

（６）評価方法 

両国専門家による評価、ＪＳＴとＡ＊ＳＴＡＲで協議 

 

（７）評価基準 

・研究主導者としての能力 

・期待される科学的成果 

・期待される経済的・社会的インパクト 

・国際協力による相乗効果 

・制度の趣旨および対象分野への適合性、実行可能性 

  

別紙２ 
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評価委員（ＪＳＴ側） 

 

氏名 所属 役職 備考 

柴田 智広 九州工業大学 大学院生命体工学研究科 教授 運営主幹 

猪俣 敦夫 大阪大学 情報セキュリティ本部 教授 アドバイザー 

小澤 誠一 神戸大学 数理・データサイエンスセンター 教授 アドバイザー 

河口 信夫 名古屋大学 未来社会創造機構 教授 アドバイザー 

杉浦 孔明 慶應義塾大学 理工学部 教授 アドバイザー 

杉山 正和 東京大学 先端科学技術研究センター 教授 アドバイザー 

多田 充徳 産業技術総合研究所 人工知能研究センター 研究チーム長 アドバイザー 

中谷 桃子 東京科学大学 工学院 准教授 アドバイザー 

廣井 悠 東京大学 先端科学技術研究センター 教授 アドバイザー 

福田 信二 東京農工大学 大学院農学研究院 教授 アドバイザー 

前川 卓也 大阪大学 高等共創研究院 教授 アドバイザー 

松原 崇充 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 教授 アドバイザー 

松原 仁 京都橘大学 工学部 教授 アドバイザー 

（アドバイザーは５０音順。所属機関、役職は評価時点のもの。） 
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